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村のようす
(1_1月1月年）:::; ・:,; _; • :, •• 

世帯薮 :,,, ・1>t37戸 1 
人 口 J3..,Q22人 ょ’

男 凶8~9人>'.ゞ
女 4,J24,人．，、

積 '"46': 65., .. ］ ・ 野方キロ ,~k"~ 一面

不順だつた夭候によく耐えて

最も索朴な愛を
いちばん素直なかたちて応えてくれた

―多~-< ;·~'実りー―

初冬の陽のなかて

これら新しいものがまばゆくひかる

あめつち ~(J) 恵みと共に

今日も又営々と

土と共に生きる

来る年のみのりに

ささやかな祈りをこめて

思
い
ま
す
。

家
庭
は
人
間
形
成
の
基
盤
で

あ
り
、
健
全
な
青
少
年
を
育
成・〗
①
家
族
全
員
で
話
し
合
う
（
話

す
る
に
は
、
ま
ず
良
い
家
庭
環
し
あ
い
）

．`＇

境
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
親
が
子
供
た
ち
の
考
え
を
き

忍
。
こ
の
た
め
家
庭
の
な
ご
や
き
千
供
は
親
が
ら
そ
の
考
え

か
な
団
ら
ん
を
通
し
て
家
族
全
な
ど
を
聞
く
こ
と
は
親
子
が

員
の
意
思
の
疎
通
と
感
情
の
融
相
互
に
理
解
し
協
力
し
合
っ

和
を
は
か
り
、
お
互
い
に
理
解
て
健
康
な
家
庭
づ
く
り
を
す

し
あ
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
る
土
台
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ

こ
う
じ
て
い
っ
そ
う
良
い
家
の
こ
と
は
子
供
自
体
が
親
か

庭
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
県
内
ら
認
め
ら
れ
親
が
子
供
か
ら

の
す
べ
て
の
家
庭
が
自
主
的
に
信
頼
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

毎
月
一
回
「
家
庭
の
日
」
を
行
す
。

,：
な
い
な
ご
や
か
な
家
庭
環
境
つ
②
家
族
全
員
で
楽
し
み
あ
う

く
り
に
、
福
島
県
、
各
市
町
村
、

ー（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

福
島
県
青
少
年
問
題
協
議
会
、

．
家
族
み
ん
な
で
夕
食
を
共
に

各
市
町
村
青
少
年
問
題
協
議
会
し
、
そ
の
あ
と
室
内
ゲ
ー
ム

、
福
島
県
教
育
委
員
会
、
各
市

＇
や
の
ど
じ
ま
ん
、
そ
れ
か
ら

町
村
教
育
委
員
会
が
主
唱
し
新

＇

お
も
し
ろ
い
本
を
朗
読
す
る

聞
ラ
ジ
オ
、
テ
ど
ヒ
等
に
よ
っ
こ
と
な
ど
も
楽
し
い
こ
と
で

．
て
普
及
推
進
を
行
な
っ
て
居
り

・、

し
よ
う
。

・

ま
す
o

．

⑧

家

族

全

員

で

運

動

す

る

（

、ス

開
始
の
時
期
は
昭
和
四
十
一
ポ
ー
ツ
）

年
一
月
の
第
三
日
耀
日
か
ら
毎
子
供
の
年
令
そ
の
他
の
事
情

月
第
三
日
耀
日
に
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
ら
が
ぅ
こ
と
で

と
し
各
種
の
事
情
に
よ
り
第
三
し
よ
う
が
魚
つ
り
、
水
泳
ぎ
、

日
曜
日
に
行
な
う
こ
と
が
困
難
き
の
こ
と
り
、
ス
キ
ー
、
そ

な
家
庭
で
は
別
に
適
当
な
日
を
の
他
の
一
寸寸
し
た
ゲ
ー
ム
や

定
め
て
行
な
い
ま
し
よ
う
。
ビ
ク
ニ
ッ
ク
等
い
ろ
い
ろ
あ

「
家
庭
の
日
」
に
各
家
庭
で
は

＇
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
か
④
家
族
全
員
で
力
を
出
し
あ
う

①
家
族
み
ん
な
が
都
合
を
つ
け
（
作
業
）

全
員
顔
を
そ
ろ
え
な
ご
や
か
大
掃
除
、
花
だ
ん
作
り
な
ど

な
気
持
で
一
日
を
ナ
・
J

し
ま
み
ん
な
が
力
を
出
し
合
つ
て

―
つ
の
仕
事
を
し
て
み
よ
う

゜
す

．．
 

竺

＇日
い
っ
ぱ
い
を
家
族
全
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
う

で
す
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い

、
し
た
体
験
の
な
か
で
子
ど
も

．．

家
庭
で
は
食
後
な
ど
せ
め
て
は
両
親
の
激
励
と
承
認
に
よ

]い
•

一
時
間
で
も
「
家
庭
の
日
」
の
つ
て
育
つ
て
行
き
ま
す
。

•

時
間
を
も
っ
ょ
う
に
し
ま
す
。
⑤
そ
の
他

⑨
こ
の
日
に
は
各
家
庭
で
つ
ぎ

、

家
庭
を
は
な
れ
て
い
る
家
族

の
よ
う
な
こ
と
を
と
り
あ
げ
に
対
し
て
激
励
や
近
況
の
便

と
、`

り
を
出
し
ま
し
よ
う
。

~{• 

た
ら
良
い
の
で
ぽ
な
い
ヵ

家
庭
の
日
で
楽
し
い
生
活
を



昭和 40年 12月10日 広 報 た ま か わ 第 7号 (2) 

駅
前
に
タ
ク
シ
ー
会
社
設
立

今
度
泉
郷
駅
前
に
タ
ク
務
所
の
認
可
も
得
、
新
年

・ツ
，ー
会
社
が
村
内
外
有
志

、早
夜
営
業
を
開
始
す
る
こ

に
よ
り
設
立
さ
れ
る
運
び
',.，
と
に
な
り
、

．一
般
乗
客
か

と
な
り
、
‘

こ
の
程
陸
運
事
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

小学校'.J. / 身 9、:・ - -. 長（四） ． 体 ・ 重 .(kg)
- .・ _ _:___・ _ ,- ・ ' - ,:,--一

1年 2年―:3年 4年 5年、6年 1年 2年3年 4年 5年 6年
• . .0心、,,―.. •. 

全国'f_,___l/L112,1 ua.:i n2a:1 128.2 .18、3.s139.1 rn.1声 1戸声声！互
県 平 ・均 n~to -111.1 122;6 121.8 132.s 138;4 19_0 21.0 23A 25,9,"-28.61 32.5 

小高小学校 1C9.0 116.3 120 8、127.5 132 .1 138. 7 17. ~19. 7 22.] 24. 91 28. 1主全生
塵崎分校_111.9 115.1 ·1'21;!3 -J,28~7 、 • , • 19.5 19.7 22.7 24.2 . 、..

. . ・.・ 
．川辺小学校 lll.~115.1 120.0-,)25:'.8 ,131.8 ,B7.7 18.!:l 19. 7 21,5 25.0: 27.2 32.2 . . . I • . 

須 釜小学校 109;7 n5:,7 .120 3・J2s::o-:130.7 134.8 18.3 20.4 22.5 24;71 2s.o; 29 s ． ． ． ， ． 
四迂分校 107.7ll5.9 119.5 123-.2 129.4 133.6 17.3-20.9 21.91~4 6『26.929.8 

中学校 ・

ー・・,.ゞ，・

f
 

体

学 年 ・.

全国平均
`~ 

県平均
泉中学校
須釜中学校

一

144 .. :41 150.l旦翌~L~r 141.5 i44,5 _J;52. 2 
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率とで倍現で和＾え機 つ〇台台あバ＾｀を等に
＝別

ったつ車過て業 ◇ =""'• ー1111ヽII自

と な あ ヽ 在 あ ＝ 

なりつ耕九っ干妻｀き年
ては叉 て ・ ' で ‘ り イ 別 ま は は そ て ち た や 去 バ 機 生 数バ三 、、目

、お四‘耕ーク表と現バこまのよ牛数イ械活はイ;/'¥ I 
つ七たう三た六ごた々べり台農う戸は一め在イでい家う馬年ク化:•J.K どク目 I ~ 
て‘のん五バ年‘かどイま の 家 ん 当 現 ツ て ど ク ‘ り 庭 に 車 前 や の 準 、 の‘目

・ミ・: 目

い 四が 機台 イに 五を のクす所一機り在こみの‘私まの‘がま耕進の位耕.[IIイ(・.i 
ま倍四はで：クニ年みよ '0有戸は約九れま位耕たしーすそでう展向あう＇・ ー ！ 
すの＝五四の一有りまう耕 率当四 0三にしあうちた員でうのんに上るん＇ク,. ~ 
° 増天九：‘数三のすにう とり＝、五よたる V゚こにで自機伴とか機= = 二二

んの
加台台二ほ台昭とふん な約ハ七台り "o 五~ 機村 な私あ転はつ農 、の Jと!
区］― . 、

三目

国 いエ闘髯バは？昌繋讐門と叉悶羹畠悶！耕I
葵取そソにしイナイさら要ん農‘ま経機る目 目

ふ冒→ .・I 

◎こんにやく種芋の貯蔵のしかた
りのバ村た：クンクれ特な機耕耕す費具割』ぅ．；つナ 1役とやバ‘ま別経のをう° にと合= •• ~ 

本県におけるこんにやくの貯蔵法は火棚、火室、土囲等があ＼けンの場き耕 l耕す経費償すん 算同に i 11.; ~ 
るが、最近は火棚貯蔵から火室貯蔵に移行する傾向を示していしてバ交にはうをう ° 費は却る機 入様よ = ;・t ,;'.~ 

る。これらの貯蔵法は火煙によつて行しまれ一般には長年のカン
褪運 l付申十ん ん と 農 費 と を さにり
: 行をを告五機 機 し業そき所 れ農 -H幾i

にたよって管理されているのが大部分である。そのため年によ＼す車受し日を に て所のは有 て業他 ~..;;;1111mi1111!
¥ 

つてはあたり、年によってははぐったと云つており、こんにや:

く玉は運玉であると云Vまれて来た。こんにやくをあたらせるに渓こ
る

＼ 

は貯蔵中の管理が90°/o物を云うと云Vまれておりますのでその点: と
について簡単に説明したい。 ~vこ

(1) 貯薇中の種芋の腐敗 、 : 定
＼ め

フザリューム菌（乾性腐敗病）の発病混度10°C,..,_,32°C 湿湊ら

度90° 以上の多湿によつて腐敗する。予防として日光直射約20~ れ

分間乾燥約3,_, 4日で死滅するので堀取直後実施する。 ヽぃ
＼て

(2) 低 温 障 害 : 

主芽（頂芽）しよう芽（芽ほう）誠数→凍死。ゴム玉、ジミ 麺享
玉、・活力低下予防として特に生芽が低湿をうけ易いので5°c以＼ 。~ 
下の寒気にあわせないこと6種芋の乾燥(10日A.,15日予備乾燥）ー、バ
に注意する。:,_ " . (イ•

(3) 種芋の休眠
封ク

・や
休眠は15°C以下で行いそれ以上の湿度でぱ休玉となるので:耕

76C"-'15°Cの間で貯蔵する、立が必要である。 筵う

(4)種 芋の老化 しん

植付時にすでに伸び過ぎて発根した芋は老化したものであヽヽ

恥休眠覚せい後は10°C~35°Cまで温度を上げるが植付1 ケ 年, . • . (本
月前より催芽に移る。、 . ~ は

(5)貯識の実際 . • <腐
以上部分的に説明したがこれを総合すると堀取った種芋はス筵き

カジ箱に入れ 1個並べとし ~~-3 日直射日光乾燥をしその后10~ ~ の
が日間位散光の入る室内や軒下で通風乾竺を図る。予備乾燥后はヽが

こ

選別し貯蔵かごに横向に積み入れる。 2年生は3,...,4ヶ。 3年 ヽ
生は2r,)ケならべる。貯蔵湿度7°-C,_, 10°C湿度60,...,70%で:天
20~30 日間は換気を充分にし~. その後は湿度80%で管理する。 筵候

幼葉の形成期は湿度に敏惑なので変温せず 3月下旬ごろから徐
・ の

に々15°c,:...:,20°cにあげて催芽させる。
(. 関

. . . ~ 係
◎田畑輪換の利点 : 贔

最近我が村においてもボッボッ田畑輪換を始めた者も見うけ、
・ヽな

られますが、田畑輪換を行うには用排水の便なことなどでこれ、つ
) ,  か

ヽを行うことのできる土地は制約されますが、将来構造改善等で褪

土地改良を行った場合特にこのことが重要視されますが｀その : 
投なと百る落産増活 い山年いきかにでで想た
資い云瓦°は過加水ーるの々もの° つは売のの

利点について述べて見たい。 ~vまのう五然な剰し準方° きののこ最いしれでで
水田より畑に転換した場合 ． ． 

＼ 
考で現〇しいにての消 の濫との近て いまき‘

水不足の心配がない
しえ‘象円本もよ来向費 こ獲な発山はた・しなし
褪も大は以年のるた上面 はとつ育林どけCたかい

冷害等の危険分散ができる。 ． ＼の量期上のと価のにで 減 相 て に の うのがそ冗た
稲作より経済的に有利な作物が選定できる。 : での待もよ見格で伴は 少侯来適林だ 将‘たけ

水稲に必要でない有効成分の吸収ができ肥料の節約ができヽ
‘‘財ですうらの‘つ‘ しつてし相ろ来そ値は

る。～・ : 要政きるなれ暴生て生 てて‘なはう性れ段．予

(5) 水田の老朽化を防ぐ。 ・ 葵的て万五出も協に ら収後想現・思ら て□ぢ早は
＼ 

⑥ 水田の雑草、病虫害が減少し安定多収がいられる。 でお円〇荷眼は恵しな量ーさ在本うし産べ玉9こく原

(7) 乾田化が促進される。
: すりの万組を品まいいは‘れ数村° め 地 と き 木
~0' 増本合つ種れた° あ二ましまに る名°のの

以上のような有利な点があるが、一方ではまた濶水が過多と ＼ 

云うときは生産の不安定なときもあるが、年間労力の均等利用 後目組結‘統お栽
: 今産‘をけのてけ ま年すーお ，＇こを貨 R・、こ撰

りのが0 け と消種を択
の点を考え叉一方所得の増加を図る上にも皆様で検討を要すべ が眺収成去ーる培 上者‘万る に費を発に

きこと上思しまれまず。田畑輪換は 3年間継続し転換するのが、
注を人しるに須の つが植本原 あ 者統生よ
目決五原十早釜条 て多付と木 るに一さつ

有利だとされております。 • のめ干木月＜農件 翁くけ予の と知しせて

バ
イ
ク
、
耕
う
ん
機
は

農
業
の
必
要
経
費
と
な
り

ま
す
。
バ
イ
ク
の
償
却
費

そ
の
他
経
費
は
農
業
に
使

◇
バ
イ
ク
、
耕
う
ん
機
と

農
業
所
得

直］直I

（別表 1)

（別表2)

注

目

さ

れ

る

一

―

工
し
い
た
け
培
栽

1,000 

900 

800 

700・ 

600 

500 

400 

300 

200 I叫
150 

100 

50 

機
を
お
買
い
に
な
っ
た
ら
、
ハ
ー
を
つ
け
る
よ
う
に
し

す
ぐ
役
場
に
届
け
て
ナ
ソ
ま
し
よ
う
。

〗
二

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 
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昭
和
四
十
1

年
度
成
人

式
該
当
者
は
次
の
と
お
り

川

，

辺

‘

矢

部

・宗

治

目

黒

広

行

溝

井

富

一

野

崎

力

雄

｀
辻

勝

進

野

崎

ジ

ゲ

子

．

坂

本

ツ

ル

白

旗

和

坂

本

，．鉄

子

蒜

＇
生

．
｀
[

曲

山

実

，吉

真

弓

正

子

高

小
が 種 そと
，、々の逐

以 あ 原 次
前る因上
のと等昇
よ思にし
うはつて ‘
なれ い お
安 ま て り
価 す も ‘

佐

藤

繁

小
｀
針

正

美

首

藤

静

子

首

藤

ょ

し

子

小

針

武

子

岩

法

寺佐

久

間

清

美

須
釜
雄
一
＿
一
郎

中

最
近
油
を
喰
う
耕
伝
機

に
押
さ
れ
草
を
喰
ぅ
家
畜

は
年
々
減
少
の
一
歩
を
辿

•つ
て
お
り
ま
す
が
、
肉
類

の
需
要
期
を
控
え
十
一
月

和
牛
セ
リ
に
お
い
て
ほ
、

石
川
市
場
で
平
均
お
す
七

〇ぺ

0
0
0円
、
め
す
七

0

は
来
な
い
も
の
と
思
は
れ

ま
す
の
で
、
和
牛
の
増
殖

も
斜
陽
家
畜
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

成
人
式
適
令
該
当
者

自

昭

和

二

十

年

I

月
十
六
日
生

至
昭
和
二
十
一
年
一
月
十
五
日
生

橋 溝溝 矢添水沖

本井井吹田臼田
真美＇
理

綾和
枝

タ勝新

子子代子ヶ義一

ーハネ上った＂竜 （小崎原ヒヘ・子塩年繹暉饂に悶ご霞い冠
、:Jjまるが頃らもひて材とを記

減月けたぜしらく合程
お書gU.2漬つを

；．事いけ＼物塩らて作ぅね面てのOk戸和牛□いい”ぃ口汀〗丘這疇゜かじて、ょ重液
月、3めしみ書ぬJ
、七00円となり、四、，鈴木庄次七り食て演．．）漬

('のつに・o、臼‘大竹；J; サ子
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